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   Transurethral microwave thermotherapy (TUMT) of prostate was administered to 10 patients 
with bladder outlet obstruction due to benign prostatic hyperplasia. The mean age of the patients 
was 74.4 years (range 63 to 85). The Prostatron device, which provides microwave heating of the 
prostate and conductive cooling of the urethra was used, and the prostate was heated with a cal-
culated intraprostatic temperature of  45.5°C for 55 minutes. No anesthesia was required for most 
of the patients. The clinical effects were evaluated at 4 6 weeks and 3 months after treatment. 
   The symptomatic scores improved in the majority of patients. There was no significant change 
in prostate volume. The maximum flow rate and average flow rate were increased at 6 weeks and 
3 months, but there was no significant change. 
   The only side effects were transient hematuria and short-term obstruction secondary to urethral 
edema. 
   In comparing TUMT with the transurethral resection of prostate (TUR-P), the maximum 
flow rate after TUMT was lower than that after  TUR-P and the improvement of residual urine 
after TUMT was lower than that after TUR-P. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 39: 993-996, 1993) 










び 超音 波 検 査 で 前 立 腺 肥 大 症 と診 断 した 患 者10例(63
～85歳;平 均74.4歳)であ る.治 療 期間 は1992年9月
よ りll月で あ る.こ の うち1例 は 尿道 内 ス テ ン トが 留
置 され て お り,ス テ ソ ト抜 去 後 に 治療 した.
1.経 尿 道 的 マ イ ク ロ波 高 温 度治 療(Trans-Urethral
MicrowaveThermotherapy:TUMT)
TUMTに は,フ ラ ンスTechnomed社製 プ ロス
タ トロ ソを 使 用 した.治 療 装 置 は,治 療 モ ジ ュー ル,
制 御 モ ジ ュー ル,治 療 用 テ 一ーブル,22Frの 治 療 用 尿
道 留 置 カテ ー テ ル,直 腸 温 度 セ ンサ ーで 構 成 され て い
る.こ の装 置 に よ って マイ ク ロ波 を 熱 エ ネ ルギ ーに 変
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Tablel・Symptomscore












































































































化1例,3ヵ 月後で…攻善3例,や や改善1例,不 変1
例となった.平 均尿流量率は,6週 後 でやや改善3







ト留置前に尿閉状態 であった が,治 療後残尿は48～




























































































52mlとな り排 尿 の 自立 が 可 能 とな った,
・.副 作 用
治療 後 に 全 例 血 尿 が 出現 した が,一 時 的 で あ った.
1例で 治 療5分 目に 尿道 違 和 感 が 出 現 し硬 膜 外 麻 酔 下
の 治療 を 要 した 。1例 で治 療 後 に 尿 閉 とな り一週 間 の
カ テ ー テ ル留 置 を必 要 と した.
2。 前立 腺 手 術 療 法 と の比 較(Table4)
TUR・Pで は,最 大 尿 流 量率 は,治 療 前ll.9ml/s
か ら治療 後 に は22.4ml/sと増 加 し た.平 均 尿 流 量
率 も,治 療 前5.lml/sから治 療 後 に は10.5m1/sと
増 加 した.残 尿量 は,治 療 前79mlか ら治 療 後 に は
考 察
今 回,フ ラ ンスTechnomedinternational社製 の
経 尿 道 的 マ イ ク ロ波 治 療 装 置 プ ロス タ トロ ンに よ る前
立 腺 肥 大 症 の 治療 の機 会 を え て,10例 に試 み る こ とが
で きた.そ の 効 果 と し て,自 覚症 状 の改 善 と尿 流 量
































































で自覚症状の改善に対する評価 がな されてい ないこ
と,TUMT群 で術前より全身状態が不良であるもの
があ り,治療後2例 がそれぞれ2ヵ 月後と3ヵ月後に
消化管出血,心 不全で死亡 している こと等,一 概に
TUMT群 とTUR・P群 を比較することはできない.
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